
主催:大阪商工会議所、（一社）日本ドローンコンソーシアム
2018年4月、準天頂衛星システム『みちびき』4機体制での運用が開始予定です。誤差数cm級の高精度測位が可能な受信機等の開発の進展によりドローン航行技術の向上が期待されています。今回は『みちびき』に関連する高精度測位技術をメインテーマとした例会を開催します。本研究会は(一社）日本ドローンコンソーシアム(以下、JDC) 大阪・関西地域部会の活動として、大阪・関西でドローン活用による新ビジネス創出、企業による事業連携支援を行う取組みでもあります。

○日　時：2018年1月22日(月) 14:30～17:00 （交流会17:05～18:00 ※参加自由）
○場　所：大阪商工会議所　6階桜の間・白鳳の間（大阪市中央区本町橋2-8）
○対　象：ドローンの開発、ドローンを活用した新ビジネスに関心のある企業 など
○定　員：60名（先着順、参加費:JDC会員1,000円/人、JDC非会員の大商会員5,000円/人、
JDC非会員かつ大商非会員 8,000円/人）
○次  第（予定）:　　　　　　　　 
14:30～14:35　開会挨拶　　 JDC 大阪・関西地域部会長

大阪商工会議所 常務理事・事務局長 児玉 達樹
14:35～15:15　講　演　「準天頂衛星システム『みちびき』の最新動向と利活用動向」
（講師）内閣府宇宙開発戦略推進事務局 準天頂衛星システム戦略室 参事官補佐 小林 伸司 氏15:15～15:55  事例紹介1「準天頂衛星システム『みちびき』を利用した

　　　　　　　　　　　　　高精度PPP-RTK衛星測位モジュールの開発と今後の見通し」
（講師）マゼランシステムズジャパン株式会社 アシスタントチーフエンジニア 小西 覚 氏
（概要）『みちびき』に対応した高精度測位チップ型受信機の開発および販売に向けた事例の発表 
15:55～16:15  休　憩
16:15～16:55　事例紹介2「RTK-GPSによるGNSS衛星測位が可能な
ドローンの開発事例紹介および高精度測位技術の応用可能性」
（講師）株式会社エンルートラボ 代表取締役 伊豆 智幸 氏
（概要）衛星電波と電子基準点を組合せ、実時間で高精度測量を行うRTK法を用いたドローン開発事例の発表
17:05～18:00　交流会
【お申込】以下の「参加申込書」にご記入の上FAXにてお申込み下さい(切り取らずにお送りください)。後日、「参加証」と「請求書」を郵送いたしますので当日ご持参ください。
なお2名以上でお申込みの方は、本案内状をコピーの上、ご使用ください。
【お問合せ】大阪商工会議所 経済産業部 牧・吉村（TEL：06-6944-6300　FAX：06-6944-6249）
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高精度測位技術を支える準天頂衛星システム『みちびき』


最新動向と無人航空機（ドローン）への利用可能性








